
November 2010                         0405                         November 2010

特集

　

ト
ヨ
タ
、
ホ
ン
ダ
、
ソ
ニ
ー
、
東
芝
・・・
。

世
界
に
名
だ
た
る
日
本
の
大
企
業
も
、
か
つ

て
は
小
さ
な
町
工
場
と
し
て
始
ま
っ
た
。
そ

れ
か
ら
長
い
年
月
を
か
け
、
今
の
地
位
を
築

き
上
げ
て
き
た
の
は
、
技
術
や
製
品
の
改
良
、

品
質
や
生
産
性
の
向
上
と
い
っ
た
地
道
な
企

業
努
力
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
日
本
の
製
造
業
の
発
展
過
程
に

お
い
て
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の

が
、
日
本
人
な
ら
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
で
あ
ろ
う
「
カ
イ
ゼ
ン
」
活
動
。
こ
れ

ま
で
多
く
の
企
業
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
や

規
模
、
生
産
環
境
な
ど
に
応
じ
た
方
法
で
、

品
質
や
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
り

組
み
が
実
践
さ
れ
て
き
た
。
カ
イ
ゼ
ン
は
、

日
本
で
独
自
に
進
化
を
遂
げ
て
き
た
そ
う
し

た
多
く
の
手
法
の
総
称
で
あ
り
、
戦
後
の
高

度
経
済
成
長
を
生
産
現
場
か
ら
支
え
て
き
た
。

　

中
で
も
象
徴
的
な
の
が
、〝
世
界
の
ト
ヨ
タ
〞

こ
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
株
式
会
社
が
確

立
し
て
き
た
、「
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
」。
在
庫

を
持
た
ず
、
必
要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
、

必
要
な
時
に
生
産
す
る
「
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン
タ

イ
ム
」
や
、
効
率
的
・
合
理
的
な
生
産
を
行

う
上
で
な
く
す
べ
き
「
７
つ
の
ム
ダ
」※
1
、

生
産
現
場
の
状
況
や
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
デ
ー
タ
や
グ
ラ
フ
な
ど
で
分
か
り
や
す

く
示
し
、
生
産
者
の
間
で
の
円
滑
な
情
報
共

有
を
図
る
「
見
え
る
化
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
を
体
系
化
。
こ
れ
を
実
践
す
る
こ
と

で
、
ト
ヨ
タ
は
世
界
で
１
、
２
を
争
う
自
動

車
メ
ー
カ
ー
へ
と
成
長
し
た
。

　　

カ
イ
ゼ
ン
が
日
本
で
発
展
す
る
き
っ
か
け

は
、
戦
後
間
も
な
い
時
期
、
ア
メ
リ
カ
で
使

わ
れ
て
い
た
製
造
業
の
品
質
管
理
手
法
が
伝

え
ら
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
１
９
５
０
年
、
日

本
の
国
勢
調
査
の
企
画
立
案
に
携
わ
っ
て
い

た
統
計
学
者
の
エ
ド
ワ
ー
ズ
・
デ
ミ
ン
グ
博

士
が
、
統
計
学
を
用
い
た
品
質
管
理
を
日
本

の
企
業
経
営
者
や
技
術
者
に
指
導
。
こ
れ
を

取
り
入
れ
た
多
く
の
企
業
が
、
工
程
を
見
直

し
て
品
質
の
バ
ラ
ツ
キ
を
抑
え
る
こ
と
で
、

生
産
性
の
向
上
に
成
功
す
る
。
そ
し
て
60
〜

70
年
代
に
は
、
こ
の
手
法
を
基
礎
に
、
設
備

の
改
良
、
新
工
具
の
開
発
、
不
良
品
の
削
減
、

整
理
整
頓
、
作
業
の
安
全
性
確
保
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
生
産
工
程
で
改
善
が
続
け
ら
れ
、
そ

の
中
か
ら
「
５
Ｓ
」※
2
や
「
Ｔ
Ｑ
Ｃ
」※
3
と

い
っ
た
、
カ
イ
ゼ
ン
の
根
幹
を
成
す
日
本
独

自
の
優
れ
た
取
り
組
み
が
数
多
く
生
ま
れ
た
。

　

カ
イ
ゼ
ン
活
動
を
多
く
の
日
本
企
業
が
採

用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
80
年
代
以
降
に
な
る

と
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
産
業
先
進
国

の
企
業
も
、
日
本
の
製
造
業
躍
進
の
原
動
力

と
な
っ
た
Ｔ
Ｑ
Ｃ
や
ト
ヨ
タ
生
産
方
式
な
ど

に
注
目
。
そ
れ
を
学
ん
で
自
社
に
導
入
し
始

め
、
カ
イ
ゼ
ン
手
法
は
国
際
的
に
も
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
モ
ノ
づ
く
り
大
国
・

日
本
の
屋
台
骨
を
支
え
て
き
た
カ
イ
ゼ
ン
が
、

世
界
に
広
く
認
め
ら
れ
た
の
だ
。

ト
ヨ
タ
生
産
方
式
が

各
国
企
業
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
、

日
本
育
ち
！？

※
1　

作
り
過
ぎ
の
ム
ダ
、手
待
ち
の
ム
ダ
、運
搬
の
ム
ダ
、加

工
の
ム
ダ
、在
庫
の
ム
ダ
、動
作
の
ム
ダ
、不
良
品
の
ム
ダ
。

※
2　

7
ペ
ー
ジ
参
照
。

※
3　

Total 
Q
uality 

C
ontrol

の
略
。製
造
部
門
で
行
わ

れ
る
品
質
管
理
の
手
法
を
、そ
れ
以
外
の
部
門
に
も
適
用
し
、

全
社
的
に
取
り
組
む
企
業
の
統
合
的
品
質
管
理
の
こ
と
。

カイゼ ン from JAPAN
日本の高度経済成長の原動力の一つとして、

多くの生産現場にプラスの変化を生み出してきた「カイゼン」。
小さな努力の積み重ねが大きな成果を生む、“ヒューマンフレンドリー”な
日本の品質・生産性向上手法が、世界の生産現場で存在感を高めている。

取材協力 ： 政策研究大学院大学（ＧＲＩＰＳ）大塚啓二郎教授、園部哲史教授

愛知県豊田市にあるトヨタ自動車・
新型プリウスの生産ライン ○c 時事



　
「
カ
イ
ゼ
ン
の
ス
タ
ン
ス
は
、〝
現
状
〞
を
踏

ま
え
て
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
、
と
い

う
も
の
。
高
価
で
革
新
的
な
設
備
な
ど
の
投

資
は
、
必
ず
し
も
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

そ
う
話
す
の
は
、
カ
イ
ゼ
ン
に
造
詣
が
深
く
、

ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
産
業
振
興
支
援
に
も

携
わ
る
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
）
の
大
塚
啓
二
郎
教
授
。「
日
本
の
製
造

現
場
で
は
、
作
業
者
が
小
グ
ル
ー
プ
を
作
っ

て
問
題
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
ア
イ
デ
ア

を
出
し
な
が
ら
現
場
の
視
点
に
立
っ
た
改
善

策
を
見
い
だ
し
て
き
ま
し
た
。
カ
イ
ゼ
ン
は
、

あ
く
ま
で
働
く
人
間
が
主
役
。
こ
う
し
た
『
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
』
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
一
人

一
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
モ
ラ
ル
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
向
上
へ
と
つ
な
が
り
、
優
れ
た
品

質
や
生
産
性
を
実
現
し
て
き
た
の
で
す
」。

　

ま
た
カ
イ
ゼ
ン
は
、
製
品
の
製
造
の
み
な

ら
ず
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
研
究
開
発
、
販
売
、

財
務
、
人
事
、
教
育
な
ど
企
業
活
動
全
般
に

及
び
、
さ
ら
に
経
営
者
を
は
じ
め
現
場
管
理

者
や
監
督
者
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
作
業
者
、
事

務
員
な
ど
、
役
職
を
問
わ
ず
社
員
全
員
の
参

加
と
協
力
の
下
に
実
践
さ
れ
る
。
ま
さ
に
カ

イ
ゼ
ン
は
、組
織
全
体
で
「
仕
事
の
質
の
改
善
」

に
取
り
組
む
た
め
の
、
総
合
的
な
企
業
経
営

ツ
ー
ル
と
し
て
も
有
効
だ
。

　

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
多
く
の
途
上
国

で
は
い
ま
だ
産
業
が
十
分
に
発
展
し
て
お
ら

ず
、
雇
用
の
拡
大
や
貧
困
削
減
、
国
全
体
の

経
済
基
盤
や
競
争
力
の
強
化
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
途
上
国
の

産
業
振
興
や
中
小
企
業
の
育
成
に
力
を
入
れ

る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
83
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

生
産
性
向
上
支
援
を
開
始
し
た
の
を
皮
切
り

に
、
世
界
各
国
で
カ
イ
ゼ
ン
を
活
用
し
た
製

造
業
の
品
質
や
生
産
性
の
向
上
、
中
小
企
業

の
経
営
改
善
、
さ
ら
に
は
途
上
国
で
カ
イ
ゼ

ン
の
普
及
を
担
う
人
材
の
育
成
、
組
織
・
体

制
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
技
術
面
を
指
導
す
る
専
門
家
や
製
造

現
場
で
の
豊
富
な
経
験
を
持
つ
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
カ
イ
ゼ
ン
に
努
め

優
れ
た
業
績
を
上
げ
て
い
る
日
本
の
企
業
の

視
察
・
研
修
な
ど
を
通
じ
て
実
施
。
そ
し
て

長
年
の
こ
う
し
た
協
力
が
実
り
、
途
上
国
の

企
業
に
も
カ
イ
ゼ
ン
の
概
念
が
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

開
発
経
済
学
が
専
門
の
園
部
哲
史
Ｇ
Ｒ
Ｉ

Ｐ
Ｓ
教
授
は
、「
カ
イ
ゼ
ン
は
職
場
の
全
員
が

参
加
で
き
、
努
力
の
成
果
を
実
感
、
共
感
し

や
す
い
た
め
、 〝
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
レ
ン
ド
リ
ー
〞

で
継
続
性
も
高
い
。
ま
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

や
社
員
の
自
立
性
、
創
造
性
を
育
て
る
な
ど
、

人
材
育
成
に
も
効
果
的
で
す
」
と
、
カ
イ
ゼ

ン
を
通
じ
た
途
上
国
で
の
支
援
の
意
義
を
強

調
す
る
。
最
近
は
、そ
う
し
た
カ
イ
ゼ
ン
の〝
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
〞
な
特
性
を
生
か
し
、
企
業
の

生
産
現
場
の
み
な
ら
ず
、行
政
や
保
健
・
医
療
、

教
育
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
も
、「
５

Ｓ
」
を
は
じ
め
と
す
る
カ
イ
ゼ
ン
を
活
用
し

た
支
援
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
や
工
夫
、
小
さ

な
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
大
き
な
成
果
を
生

み
出
す
カ
イ
ゼ
ン
。
モ
ノ
づ
く
り
大
国
・
日

本
が
世
界
に
誇
る
〝
ブ
ラ
ン
ド
〞
の
一
つ
と

し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
世
界
に
広
が
っ
て
い

く
に
違
い
な
い
。

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
生
み
出
す

大
き
な
変
化

途
上
国
へ
拡
大

J
I
C
A
も
後
押
し
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1. 整理（Seiri）
=

使うモノと使わないモノを分ける

2. 整頓（Seiton）
=

使うモノを決めた場所に置く

3. 清掃（Seisou）
=

使うモノを掃除する＆故障して
いないかをチェック

4. 清潔（Seiketsu）
=

整理・整頓・清掃の 3Sを維持する

5. しつけ（Shitsuke）
=

整理・整頓・清掃・清潔の 4Sを
徹底・継続させるための習慣づけ

英語

タイ語

ベトナム
語

フランス
語

クメール
語

トルコ
語

スワヒリ
語

ヒンディー
語 インド

ネシア語

ポルトガル
語

スペイン
語

アムハラ
語

アラビア
語

セルビア
語

ボスニア
語

クロアチア
語

モンテネ
グロ語

カイゼン活動の基礎「5S」と  は！？
品質・生産性の向上を目的に、モノやサービスの生産現場で行われているカイ　ゼン活動。

その最も基礎的な取り組みが「５S」だ。
高度経済成長を支えた日本発の５Sは今、各国の言語に翻訳され、浸透し始　めている。

JICAの協力により、きれいに管理される
ようになったタンザニア・ムベヤ病院のカ
ルテ（P14に関連記事）


